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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年4月27日(2017.4.27)

【公開番号】特開2015-206830(P2015-206830A)
【公開日】平成27年11月19日(2015.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-072
【出願番号】特願2014-85475(P2014-85475)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1368   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1343   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/1368   　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1343   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月23日(2017.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　信号配線層の上にシールド層を設ける第１の実施例（実施例１）について図５から図７
を用いて説明する。
  図５は実施例１に係る表示装置の構造を説明するための平面図である。図６は図５の破
線Ｃの箇所の拡大図である。図７は図５のＡ－Ａ’線における断面図である。
  実施例１に係る表示装置１００Ａは、比較例に係る表示装置１００と画素構成および配
列は同じである。すなわち、対向基板２０の構造は同じである。表示装置１００Ａは、ア
レイ基板１０Ａと、対向基板２０と、アレイ基板１０Ａと対向基板２０との間に配置され
る液晶層３０とを備える。なお、Ｒ、Ｇ、Ｂの縦ストライプ形状の副画素を備え、ＲＧＢ
を１画素とするものであってもよい。すなわち、カラーフィルタ２３は、行方向（Ｘ方向
）にＲ、Ｇ、Ｂの順に繰り返し配置され、カラーフィルタ２３の列方向（Ｙ方向）に同色
が配置されているものであってもよい。
  アレイ基板１０Ａにおいて、信号配線層（映像信号配線層、第２の信号配線層）１２の
上に平坦化膜１３を介して画素電極層１７Ａが配置される。画素電極層１７Ａの上に絶縁
層１６を介して共通電極層１４Ａが配される。共通電極層１４Ａは信号配線層１２と平行
な方向（Ｙ方向）に延在し、Ｘ方向に分割されて周期的に配置されている。走査配線層（
走査信号配線層、第１の信号配線層）１１はＸ方向に延在している。共通電極１４Ａの分
割領域１８Ａは信号配線層１２が配置されない位置であって走査配線層１１を横切る位置
に配置される。副画素の開口部分の共通電極層１４Ａにはスリットが形成されている。信
号配線層１２は共通電極層１４Ａで覆われている。また、信号配線層１２の上には共通電
極層１４Ａと接する形で補助配線層（第１の配線層）１５Ａが配置されている。言い換え
ると補助配線層１５Ａは異色副画素間に配置されている。補助配線層１５Ａは遮光層２２
に覆われるように配置される。走査配線層１１の上には共通電極層１４Ａがある。分割領
域１８Ａは補助配線層１５Ａが配置されない位置であって走査配線層１１を横切る位置に
配置される。分割領域１８Ａは遮光層２２に覆われるように配置される。共通電極層１４
Ａおよび画素電極層１７ＡはＩＴＯ（Indium Tin Oxide）等の透光導体膜で形成され、補
助配線層１５Ａおよび信号配線層１２は金属膜（遮光性導電膜）で形成されている。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　以上の実施例１の概要を簡単に説明すれば、下記のとおりである。
  （１）表示装置は、アレイ基板と、対向基板と、前記アレイ基板と前記対向基板の間に
配置される液晶層と、を備える。前記アレイ基板は、第１の方向に延在する走査信号配線
層と、前記第１の方向と異なる第２の方向に延在する映像信号配線層と、前記映像信号配
線層よりも上層に配置される画素電極層と、前記画素電極層よりも上層に配置される共通
電極層と、を備える。前記共通電極層は平面視で前記映像信号配線層を覆う位置に配置す
るようにされ、前記共通電極層は前記第２の方向に分割するようにされる。
  （２）上記（１）の表示装置において、前記共通電極層が分割される個所はいずれかの
隣接する映像信号配線層間の前記走査信号配線層を横切る位置にするようにされる。
  （３）上記（１）の表示装置において、前記共通電極層の上に接するように配置される
補助配線層を有し、前記補助配線層は平面視で前記映像信号配線層を覆う位置に配置する
ようにされる。
  （４）上記（３）の表示装置において、前記共通電極層が分割される個所は前記補助配
線層が配置されていない位置にするようにされる。
  （５）上記（３）の表示装置において、前記補助配線層は遮光性導電膜である。
  （６）上記（１）の表示装置において、前記共通電極層は平面視で前記走査信号配線層
を覆う位置に配置するようにされる。
  （７）上記（１）の表示装置において、前記対向基板は遮光層と着色層を備える。前記
遮光層は平面視で前記補助配線層を覆う位置に配置するようにされる。
  （８）上記（７）の表示装置において、前記遮光層は平面視で前記共通電極層が分割さ
れる個所を覆う位置に配置するようにされる。
  （９）上記（１）の表示装置において、前記画素電極および共通電極層は透明性導電膜
である。
  （１０）上記（１）の表示装置において、前記対向基板は、前記第１の方向に延在する
検出電極配線層を備える。前記共通電極層はインセルタッチパネルの駆動電極配線層の機
能を兼ねる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（１１）表示装置は第１の基板と第２の基板とを備える。前記アレイ基板は、第１の方
向に延在する第１の信号配線層と、前記第１の方向と異なる第２の方向に延在する第２の
信号配線層と、前記第２の信号配線層よりも上層に配置される画素電極層と、前記画素電
極層よりも上層に配置される共通電極層と、前記共通電極層の上に接するように配置され
る第１の配線層と、を備える。前記共通電極層は平面視で前記第２の信号配線層を覆う位
置に配置するようにされる。前記第１の配線層は平面視で前記第２の信号配線層を覆う位
置に配置するようにされる。前記共通電極層は前記第２の方向に分割するようにされる。
  （１２）上記（１１）の表示装置において、前記共通電極層が分割される個所は前記第
１の配線層が配置されていない位置にするようにされる。
  （１３）上記（１１）の表示装置において、前記共通電極層は平面視で前記第１の信号
配線層を覆う位置に配置するようにされる。
  （１４）上記（１１）の表示装置において、前記第２の基板は遮光層を備える。前記遮
光層は平面視で前記配線層を覆う位置に配置するようにされる。
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  （１５）上記（１１）の表示装置において、前記第１の配線層は平面視で異色副画素間
に配置するようにされる。
  （１６）上記（１１）の表示装置において、前記画素電極および共通電極層は透明性導
電膜である。前記第１の配線層は遮光性導電膜である。
  （１７）上記（１１）の表示装置において、前記第２の基板は、前記第１の方向に延在
する検出電極配線層を備える。前記共通電極層はインセルタッチパネルの駆動電極配線層
の機能を兼ねる。
  （１８）上記（１１）の表示装置において、前記第１の信号配線層は走査信号配線層で
ある。前記第２の信号配線層は映像信号配線層である。
  （１９）上記（１１）の表示装置において、さらに、前記第１の基板と前記第２の基板
の間に配置される液晶層を備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　以上の実施例２の概要を簡単に説明すれば、下記のとおりである。
  （１）表示装置は、アレイ基板と、対向基板と、前記アレイ基板と前記対向基板の間に
配置される液晶層と、を備える。前記アレイ基板は、第１の方向に延在する走査信号配線
層と、前記第１の方向と異なる第２の方向に延在する映像信号配線層と、前記第２の方向
に延在する補助配線層と、第１の絶縁層と、第２の絶縁層と、前記補助配線層よりも下層
に前記第１の絶縁層を介して配置される共通電極層と、前記補助配線層よりも上層に前記
第２の絶縁層を介して配置される画素電極層と、を備える。前記補助配線層は平面視で前
記映像信号配線層を覆う位置に配置するようにされる。前記共通電極層は前記映像信号配
線層上で前記第２の方向に分割するようにされる。
  （２）上記（１）の表示装置において、前記画素電極層とは孤立しかつ前記画素電極層
とは同層の配線層を有する。前記共通電極層は、前記配線層を介して前記補助配線層と接
続するようにされる。
  （３）上記（２）の表示装置において、前記共通電極層上の前記第１の絶縁層と前記第
２の絶縁層を貫通する第１のコンタクトホールと、前記補助配線層上の前記第２の絶縁層
の第２のコンタクトホールと、を有する。前記配線層は前記第１のコンタクトホール内の
前記共通電極層と前記第２のコンタクトホール内の前記補助配線層とを接続するようにさ
れる。
  （４）上記（１）の表示装置において、前記対向基板は着色層と遮光層を備える。前記
遮光層は平面視で前記補助配線層を覆う位置に配置するようにされる。
  （５）上記（１）の表示装置において、前記補助配線層は平面視で異色副画素間に配置
するようにされる。
  （６）上記（１）の表示装置において、前記共通電極層および前記画素電極層は透明性
導電膜である。前記補助配線層は遮光性導電膜である。
  （７）上記（１）の表示装置において、前記対向基板は、前記第１の方向に延在する検
出電極配線層を備える。前記共通電極層はインセルタッチパネルの駆動電極配線層の機能
を兼ねる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　（８）表示装置は第１の基板と第２の基板とを備える。前記第１の基板は、第１の方向
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に延在する第１の信号配線層と、前記第１の方向と異なる第２の方向に延在する第２の信
号配線層と、前記第２の方向に延在する第１の配線層と、第１の絶縁層と、第２の絶縁層
と、前記第１の配線層よりも下層に前記第１の絶縁層を介して配置される共通電極層と、
前記第１の配線層よりも上層に前記第２の絶縁層を介して配置される画素電極層と、を備
える。前記第１の配線層は平面視で前記第２の信号配線層を覆う位置に配置するようにさ
れる。前記共通電極層は前記第２の信号配線層上で前記第２の方向に分割するようにされ
る。
  （９）上記（８）の表示装置において、前記画素電極層とは孤立しかつ前記画素電極層
とは同層の第２の配線層を有する。前記共通電極層は前記第２の配線層を介して前記第１
の配線層と接続するようにされる。
  （１０）上記（９）の表示装置において、前記共通電極層上の前記第１の絶縁層と前記
第２の絶縁層を貫通する第１のコンタクトホールと、前記第１の配線層上の前記第２の絶
縁層の第２のコンタクトホールと、を有する。前記第２の配線層は前記第１のコンタクト
ホール内の前記共通電極層と前記第２のコンタクトホール内の前記補助配線層とを接続す
るようにされる。
  （１１）上記（８）の表示装置において、前記第２の基板は遮光層および着色層を備え
る。前記遮光層は平面視で前記第１の配線層を覆う位置に配置するようにされる。
  （１２）上記（８）の表示装置において、前記第１の配線層は平面視で異色副画素間に
配置するようにされる。
  （１３）上記（８）の表示装置において、前記共通電極層および画素電極層は透明性導
電膜である。前記第１の配線層は遮光性導電膜である。
  （１４）上記（８）の表示装置において、前記第２の基板は前記第１の方向に延在する
検出電極配線層を備える。前記共通電極層はインセルタッチパネルの駆動電極配線層の機
能を兼ねる。
  （１５）上記（８）の表示装置において、前記第１の信号配線層は走査信号の配線層で
ある。前記第２の信号配線層は映像信号の配線層である。
  （１６）上記（８）の表示装置において、さらに、前記第１の基板と前記第２の基板の
間に配置される液晶層を備える。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置は、
　　アレイ基板と、
　　対向基板と、
　　前記アレイ基板と前記対向基板の間に配置される液晶層と、
を備え、
　前記アレイ基板は、
　　第１の方向に延在する走査信号配線層と、
　　前記第１の方向と異なる第２の方向に延在する映像信号配線層と、
　　前記第２の方向に延在する補助配線層と、
　　第１の絶縁層と、
　　第２の絶縁層と、
　　前記補助配線層よりも下層に前記第１の絶縁層を介して配置される共通電極層と、
　　前記補助配線層よりも上層に前記第２の絶縁層を介して配置される画素電極層と、
を備え、
　前記補助配線層は平面視で前記映像信号配線層を覆う位置に配置するようにされ、
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　前記共通電極層は前記映像信号配線層上で前記第２の方向に分割するようにされる。
【請求項２】
　請求項１の表示装置において、
　前記画素電極層とは孤立しかつ前記画素電極層とは同層の配線層を有し、
　前記共通電極層は、前記配線層を介して前記補助配線層と接続するようにされる。
【請求項３】
　請求項２の表示装置において、
　前記共通電極層上の前記第１の絶縁層と前記第２の絶縁層を貫通する第１のコンタクト
ホールと、
　前記補助配線層上の前記第２の絶縁層の第２のコンタクトホールと、
を有し、
　前記配線層は前記第１のコンタクトホール内の前記共通電極層と前記第２のコンタクト
ホール内の前記補助配線層とを接続するようにされる。
【請求項４】
　請求項１の表示装置において、
　前記対向基板は着色層と遮光層を備え、
　前記遮光層は平面視で前記補助配線層を覆う位置に配置するようにされる。
【請求項５】
　請求項１の表示装置において、
　前記補助配線層は平面視で異色副画素間に配置するようにされる。
【請求項６】
　請求項１の表示装置において、
　前記共通電極層および前記画素電極層は透明性導電膜であり、
　前記補助配線層は遮光性導電膜である。
【請求項７】
　請求項１の表示装置において、
　前記対向基板は、前記第１の方向に延在する検出電極配線層を備え、
　前記共通電極層はインセルタッチパネルの駆動電極配線層の機能を兼ねる。
【請求項８】
　表示装置は、
　　第１の基板と、
　　第２の基板と、
を備え、
　前記第１の基板は、
　　第１の方向に延在する第１の信号配線層と、
　　前記第１の方向と異なる第２の方向に延在する第２の信号配線層と、
　　前記第２の方向に延在する第１の配線層と、
　　第１の絶縁層と、
　　第２の絶縁層と、
　　前記第１の配線層よりも下層に前記第１の絶縁層を介して配置される共通電極層と、
　　前記第１の配線層よりも上層に前記第２の絶縁層を介して配置される画素電極層と、
を備え、
　前記第１の配線層は平面視で前記第２の信号配線層を覆う位置に配置するようにされ、
　前記共通電極層は前記第２の信号配線層上で前記第２の方向に分割するようにされる。
【請求項９】
　請求項８の表示装置において、
　前記画素電極層とは孤立しかつ前記画素電極層とは同層の第２の配線層を有し、
　前記共通電極層は前記第２の配線層を介して前記第１の配線層と接続するようにされる
。
【請求項１０】
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　請求項９の表示装置において、
　前記共通電極層上の前記第１の絶縁層と前記第２の絶縁層を貫通する第１のコンタクト
ホールと、
　前記第１の配線層上の前記第２の絶縁層の第２のコンタクトホールと、
を有し、
　前記第２の配線層は前記第１のコンタクトホール内の前記共通電極層と前記第２のコン
タクトホール内の前記補助配線層とを接続するようにされる。
【請求項１１】
　請求項８の表示装置において、
　前記第２の基板は遮光層および着色層を備え、
　前記遮光層は平面視で前記第１の配線層を覆う位置に配置するようにされる。
【請求項１２】
　請求項８の表示装置において、
　前記第１の配線層は平面視で異色副画素間に配置するようにされる。
【請求項１３】
　請求項８の表示装置において、
　前記共通電極層および画素電極層は透明性導電膜であり、
　前記第１の配線層は遮光性導電膜である。
【請求項１４】
　請求項８の表示装置において、
　前記第２の基板は、前記第１の方向に延在する検出電極配線層を備え、
　前記共通電極層はインセルタッチパネルの駆動電極配線層の機能を兼ねる。
【請求項１５】
　請求項８の表示装置において、
　前記第１の信号配線層は走査信号の配線層であり、
　前記第２の信号配線層は映像信号の配線層である。
【請求項１６】
　請求項８の表示装置において、さらに、
　前記第１の基板と前記第２の基板の間に配置される液晶層を備える。
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